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高知大学研究部門の創造的活動への期待
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学内研究プロジェクトを考える
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神経系と筋肉系に基づくフグ目魚類の系統的研究

   

 m-nakae@cc.kochi-u.ac.jp
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・ 全身透明神経染色法の改良

・ マンボウの末梢神経系の記載
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・フグ目内の系統類縁関係
30
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「新規アルド -ケトレダクターゼの構造と機能」

 98mb040@cc.kochi-u.ac.jp
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急性骨髄性白血病に対するテーラーメード医療確立のための基礎研究

 

 ikezoet@kochi-u.ac.jp
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Ikezoe T, et al. Mol Cancer Ther. 

2006;5:2522-30 MEK/ERK Nishioka C, et al. 
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〈財団法人国際科学技術財団 平成 18年度助成研究〉

「数 nmサイズの金属間化合物微粒子を基板上に担持した燃料電池用デバイスの開発」
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「サンゴ礁生態系の物質循環および生物相互作用における
環境微生物の役割」

Acropora hyacinthus

(Stylophora pistillata) 5cm 1m

(HNF)

HNF
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「環境保全型食料生産システムの構築
- 地場産品の高付加価値化を目指した有用微生物の探索と育種 -」

 

 nagashin@kochi-u.ac.jp
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「環境調和型有機不斉触媒の開発と応用」

 

 kotsuki@kochi-u.ac.jp
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「初期胚の遺伝子制御ネットワークの解明
- 私たちの体はどのようにして進化したのか？ -」

 

 tatataa@kochi-u.ac.jp
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「バイオ・ファンクショナルマテリアルを基盤にした環境・先端医療分野への研究展開
- PETを活用した悪性腫瘍の診断技術の導入と高度機能解析 -」

 

 ogaway@kochi-u.ac.jp
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　ふとしたきっかけにより思いついたテーマが、ライフワークとして取り組んでいる研究（細胞の線維
化に関する研究）に大きな示唆を与え、更に医学と薬学のはざまで細々と行っていた研究が、JST（科
学技術振興機構）の実用化のための育成研究課題「天然資源（枇杷種子無由来エキス・室戸海洋深層水）
を利用した健康飲食品の開発」として採択され、更に、経済産業省の地域新生コンソーシアム研究開発
事業「ビワ種子由来エキスを応用した外用・美容健康剤の開発」として採択された。現在、２つの研究
プロジェクトは、医学部の多くの教室や各部門の協力を得て、50名を超えるスタッフにて取り組んで
いる。

̶ふとしたきっかけにより発見したこととはー
　10年程前の 6月初旬、自宅で高知の特産果実の一つである枇杷を食べている時に、ふと種無し葡萄
があるのに種無し枇杷がなぜ作れないのかなと思ったのがきっかけで、枇杷の種子に興味を持った。そ
こで、枇杷の種子を職場に持ち込んで、エタノール等にて抽出し、研究用に作成していた肝障害モデル
ラットへ投与したところ、１週間で肝線維化率が半減するという非常に強い薬理活性が認められた。そ
して、なぜこのような強い作用があるのかを追求していくと、枇杷種子由来エキスは非常に強力なラジ
カルスカベンジャーであることを発見した。
枇杷種子由来エキスの主な含有成分は、リノール酸やβ－シトステロールなどの不飽和脂肪酸、ニトロ
ソ化合物であるアミグダリンなどであり、コレステロールを下げたり、解熱・鎮咳去痰作用などの薬理
活性が知られている。また、アミノ酸分析を行った結果、アスパラギン酸やグルタミン酸など、最近、
非常に注目されているアミノ酸が大量に含まれ、まさにアミノサプリメントそのものであることが判っ
た。

̶枇杷種子由来エキスの臨床応用と研究の進捗状況̶
　枇杷種子由来エキスは、非常に強いラジカルスカベンジャーであることから考察して、各種疾患の予
防効果及び治療効果が推察されるが、我々は下記に示した疾患に研究対象を絞って実験を行っている。
既に臨床実験まで終了したアルコール性肝障害については、非常に顕著な改善効果が認められ、花粉症
についても臨床的に有用性が認められた。また、癌化学療法時の副作用の１つとして、口内炎を挙げる
ことができるが、口内炎モデル動物を用いた実験では、劇的に効果が認められ、現在、臨床実験を行っ
ている。これらの結果から、枇杷種子由来エキス関連商品として、既に先行して販売（健康飲食品とし
て）している商品や今年度内に販売を予定している商品などがあり、今後、数年間の間に沢山の関連商
品を上市する計画である。

「天然資源の探索と医療への応用」 

JST

 

 nisiokay@kochi-u.ac.jp
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̶研究成果とそれに付随する社会的効果̶
　これまでの研究成果として、日本においては、特許を２件取得、3件申請中であり、アメリカ、カナ
ダ、ＥＵ（ドイツ、フランス、イギリス）においても特許を取得した。
　公的研究費については、JST（科学技術振興機構）平成 17年度後期から平成 20年度前期までの３年
間にわたり、実用化のための育成研究課題「天然資源（枇杷種子無由来エキス・室戸海洋深層水）を利
用した健康飲食品の開発」として採択された。更に、経済産業省の平成 18年度から２年間にわたり、
地域新生コンソーシアム研究開発事業「ビワ種子由来エキスを応用した外用・美容健康剤の開発」とし
て採択され、億単位の研究費と所属する医学部の多くの研究スタッフを得て研究を進めている。
　研究が進展し、商品開発が進めば進むほど原料となる枇杷の種子を大量に確保する必要がある。従来、
廃棄されていた枇杷の種子は、商品価値が出ることにより、枇杷農家の活性化に繋がり、現在の「じい
ちゃん」、「ばあちゃん」の内職的な出荷から本格的な産業（地域おこしの一環）として検討している市
町村もあらわれた。

̶我々が目指す研究の方向性と期待̶　
　枇杷の種子に代表されるように、自然界にはまだまだ数多くの有用な研究素材が眠っている。現在、
各方面から多くの天然素材が我々の研究グループに持ち込まれ、成分分析や薬理活性について解明依頼
が多い。それらの中で、海洋深層水や碁石茶（後醗酵茶）については、研究の進展が見られ、本学の産
官学連携事業の成果としてマスコミにも取り上げられた。
現在、薬剤部にはこのような研究を行いたいとの希望者（薬学部、理学部及び農学部）が医学部の卒業
生とともに大学院生として在籍し、更に外国の大学からの留学生を常時２～４名受け入れている。平成
19年度も、既に３名の大学院生の入局があり、研究の進展はもとより人材の育成にも力を入れている。

̶結語̶
　21世紀の医療は、癒しの医療であると識者達は言う。私なりに薬物の開発について考えたとき、20
世紀から 21世紀にかけては、病気の治療を目的とした薬物の開発が主流であり、対症療法を主体とし
た薬物の開発であったと思う。これからの薬物の探索は、何を目指すべきかを考えてみると、今までに
開発し残した分野の薬物の開発は無論であるが、基本的には病気にならない薬物の探索を目指すべきで
あると考える。具体的に言うならば、我々の身体機能を調節することを目的とした薬物や健康飲食品や
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病気に罹患しているかを知るためのマーカーの開発などを挙げることが出来る。
　古来より、我々は東洋医学に代表される多くの漢方薬や伝承薬を先人達から受け継いできた。これら
の薬物を現在の科学により再検証することは、医療資源を探索する一つの方法でもある。東洋医学で言
う未病の段階で用いる薬物の開発が求められているものと推察する。私は、古くて新しい薬物の探索は、
人類の健康維持に大きな効用をもたらすものと確信する。
　稿を終えるにあたり、我々の研究にご興味のある方に対して、我々はいつでも受け入れる用意がある
ことを付け加えたい。
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

第 1回　高知大学部局間合同研究発表会
テーマ：※特に設定せず（環食同源プロジェクトの研究紹介）

日　時： 17 12 9 15:30 17:00

場　所：  5 1

世話人氏名：
メールアドレス： disaster@kochi-u.ac.jp, kenkawai@kochi-u.ac.jp

発表会のテーマ及びセミナー全体の総括について：
  

 (1)  

 

 (2)  

第 2回　高知大学部局間合同研究発表会
テーマ：「メンタルヘルス」

日　時： 18 2 16 15:00 18:00

場　所：　
世話人氏名 ：
メールアドレス： hasimotk@kochi-u.ac.jp, shoimai@kochi-u.ac.jp

発表会のテーマ及びセミナー全体の総括について：

  

 

Development of Novel Treatment Strategy for Human Cancer: Targeting Gell Growth 

Stimulating Signal Pathways
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第 3回　高知大学部局間合同研究発表会
テーマ：現代科学の最前線 in 高知大学

日　時： 18 3 31 15:00 18:00

場　所：  

世話人氏名：
メールアドレス： ishizuka@kochi-u.ac.jp, suzuki@kochi-u.ac.jp

発表会のテーマ及びセミナー全体の総括について :

HOXB13

  in  
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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第 4回　高知大学部局間合同研究発表会
テーマ：コミュニケーションと自他認識

日　時： 18 5 20 13:30 17:00

場　所：  

世話人氏名：
メールアドレス： marui@cc.kochi-u.ac.jp, endou@cc.kochi-u.ac.jp

発表会のテーマ及びセミナー全体の総括について：

communicare 

第 5回　高知大学部局間合同研究発表会
テーマ：「黒潮圏総合科学」について

日　時：　 18 7 29 13:30 17:30

場　所：  

世話人氏名：
メールアドレス： tominaga@kochi-u.ac.jp, fukami@kochi-u.ac.jp

発表会のテーマ及びセミナー全体の総括について：

18 19

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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日　時：  18 9 26 17:00 20:00

場　所：
世話人氏名：
メールアドレス： taniguch@kochi-u.ac.jp

発表会のテーマ及びセミナー全体の総括について：

2 1 5 1  

第 6回　高知大学部局間合同研究発表会
テーマ：肥満を防ぎ健康生活　-メタボリックシンドロームとは何か？-

35

海洋生物資源とその管理

黒 潮

サンゴ礁

新海洋秩序

流 域 圏

四万十川

大月町

与論島

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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30

DVD

第 7回　高知大学部局間合同研究発表会
テーマ：学内でこんな面白い研究が行われている！

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

日　時： 19 2 20 ( ) 17:00 19:30

場　所：　  

世話人氏名：  

メールアドレス：  kenkawai@kochi-u.ac.jp, disaster@kochi-u.ac.jp

発表会のテーマ及びセミナー全体の総括について： 

15

 25
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KMS Research Meeting
 （医学部助教授講師会主催学内研究発表会）の目指すもの

KMS Research Meeting

KMS

KMS Kochi University

Kochi Medical 

School identity

KMS KMS Research Meeting
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石川勝美（高知大学農学部）

学会賞： 2006

受賞研究題名：

受賞内容



－ 29 － 

編集後記

2

 19 3

 

   

 780-8520 2 5 1

 TEL: 088-844-8744   FAX: 088-844-8926

  Mail: kk02@kochi-u.ac.jp


